
訟i 年 会事： の 総
u守

ιι Lトι

今 道 周

諸種の梢符測定には細心の注意を梯ふ必要がある事は勿i満であるが，地球磁場の測定の場合には

特に注意を要する事がある・それは測定者の携帯品に充分注意を梯ふ事で・あって， もし磁性僅を測

定器の附近に持ち来すときは自然磁場を飢し，測定に詰I！りを生歩るからである．近来高年鍛の使用

が極めて多〈，野帖等に記入の際にも直接A・4ドtitを使用する場合があるが，高年~~は其の構進に依

って，強力Jな磁性を有するものがあるから，此の事に就いて調査した結果を報告する．

高年~~の構造は大恒二種類に介けられる．共の一は闘に示しプヒインクを入れる外車th aの中t乏

細い内軸 bを有するオfンプ式構浩のもので，，此れ治：i徒も一般tζ使周せられる種類で‘ある．此れを

4 型とする． （闘中下方は内軌を有せぬもの）．
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他の極類は例へばムーア式及びゴム管使用のl吸入式のもの等で内ililhが無いものでるる．此れを B

型とする．前年市の刺lはエボナイト製或ひは不燃世セルロイド全容が一般的であって，ペン先は大健

8 会経度であるが近~Jiは stoinless s陶 iを使用しであるものが多い．

A 型のもの 11本， B型のもの 8本に就いて其の磁無能きがを求めて見た.A型のもの 11本

に就いて求めた磁集能率はお去の遁りである．表中 M は磁無能率で Iは磁佑の拙さで何れも

C.G. S 単位制ましである B 都のものは附定の ←←「7γ，－－＝；＝， 7(Cl 

場令でも使用して差し文へr注ν、程度である治丞ら此れは略一一一一「一一一｜一一一一r一一一｜一一一一
I 0.88 I 18.7 I 6.0 I 1.0 

ずる事にした・然しゴム管吸入式のものは制l叫 に部い ; I g：~~ I ~~：i I ~－g I ~：~ 
4 I 1.15 I 14.4 I 8.0 I 1.2 

鍛叡があるから測定器械にあまり接近せしめではならた 5 I a鴎｜ 11.a I a.s I l.o 
6 I S.72 I 86.l I 5.5 I 1.0 

い・極めて榊州胞の際は此の式のものも仰せ的 ~ I 1総 ｜ 捻~ I g:g I i:g 
が安全である・ lg I ？認 ｜協：~ I お｜ t8 

11 I 094 I 19.H I 6.0 I 1.0 
此等の磁性iま外輸の帯創生に由るものでは無〈，内村lb -- o VO-- ' 

の中に心棒と して入れてある鋼織の針金 cに依るものであって，表中 1はその長さ，，・はその直

* ~. l)t.¥mTI: l¥fog1wtic Rf[ect 'Of l~Ollll~llill ）’l'llS. 



術年＊の磁位i 47 

徳でるる．去に見る様に A 型のものは何れも相官に酸性を有してゐるから磁無測定の際には使用

を禁じた万がよい．

K.S鍋の磁佑の強iさは約 100000.G.Sであるから表中第 8若干目のものを約 250と見倣すと，

K.S鋼の約 i位に磁佑してゐる事になる・
40 

向高年鍛のク Hッフ・を止める Cupの頂上には鎖を使用してるり叉 stainlesssteelのぺン先はか

えにり強く磁佑してゐるから此等に就いては磁無測定者は充分注意を要する．

能りに高年主任の軸の佑畢的事項に闘し種々調査をいたどいた三宅博士及ひ鴻・4手続の X 線窮度．を

貸奥された品以1博士に謝意を表する．

〈昭和十五年三月 於柿岡地磁筑観測所、


